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１．はじめに 

Performance and Accountability Report Fiscal Year 2013 によれば、2009会計年度～

2013 会計年度の出願から特許発行までに要する日数は、次の表に示すように推移しています。

2010 会計年度を境に、2010 年以降は、出願から特許発行までに要する月数は、4 年間で約 5

ヵ月も短縮されています。 

 

 2009会計年度 2010会計年度 2011会計年度 2012会計年度 2013会計年度 

出願から発行ま

での所要月数 

34.6 35.3 33.7 32.4 30.1 

 

なお、2014年４月現在の米国特許関連の統計データ（data visualization center）によれば、

米国特許出願の出願から特許発行までに要する平均日数は、28ヵ月（2年 4ヵ月）であり、過

去の所要月数よりも短くなっています。また、米国特許出願が優先日から特許発行日までに要し

た月数は、上記の月数よりも更に長くなります。 

 

米国の大学教授が米国特許出願の出願日から特許発行までと、優先日から特許発行までの年数

についての各統計データを公表しています。*1 

 

【全５頁】 

 

                                                   

*1 LINK: http://patentlyo.com/patent/2014/05/application-pendency-priority.html  

過去 10年間の米国特許出願のプロセキューションに要する時間の推移 


